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１．はじめに

　１９９７年核燃料サイクル開発機構（以下「サイク
ル機構」）の東海事業所で起きた火災・爆発事故，
１９９９年東海村のウラン燃料加工会社“ジェー・
シー・オー”で起きた臨界事故などを契機とし，
原子力に対する国民の不安・不信が増大した。と

りわけ原子力施設が立地している地域の住民の意
識には著しい変化が認められている。こうしたな
か，東海事業所のミッションである核燃料サイク
ルの技術開発を円滑に進めるためには，同事業所
の施設が有するリスクについて，地域社会との情
報及び意見の交換を通じて相互理解を図るための
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　原子力分野のみならず，各種工業界における事業や研究開発を円滑に進めるためには，当該施設が有するリス

クについて，立地する地域社会との情報交換を通じて相互理解を図るための活動，いわゆる「リスクコミュニケー

ション」の取り組みが重要である。ここでは，「リスクコミュニケーション」のツールとして開発に取組んでい

る，ウェッブサイト「http://www.ricotti.jp/risknavi/（以下，「リスク情報なび」）の進捗状況を報告するとと

もに，サイト構築において組み入れた様々な情報提供の手法について，それらの有効性が概ね確認できたので紹

介する。

　Risk communication activities are important for promoting mutual understanding between local communities and 
Japan Nuclear Cycle Development Institutes （JNC）. In addition to conventional public relation activities, the risk com-
munication study team of JNC Tokai Works has started practical studies to promote further mutual understanding 
with its local communities.
　This paper reports the design and concept of a web site for the fostering of risk literacy, the “Risk Information 
Navigator,” that was developed as one of the risk communication methods, and surveys the web site from the user's per-
spective.
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活動，いわゆる「リスクコミュニケーション」の
取り組みが不可欠と考えられた。サイクル機構東
海事業所としては，従来から実施していた広報活
動に加えて，この「リスクコミュニケーション」
の取り組みを積極的に進めるため，２００１年１月に
リスクコミュニケーションの研究及び実践を行う
専属部署を設置し，地域住民の意識調査結果の分
析，国内外におけるリスクコミュニケーション事
例の調査等を行い，東海事業所におけるリスクコ
ミュニケーションシステムの開発に取組んできた。
　ここでは，リスクコミュニケーションのツール
の一つとして構築している，広く国民を対象にリ
スク情報の発信を目的とした，ウェッブサイト
http://www.ricotti.jp/risknavi/（以下，「リスク情
報なび」）の開発状況及びその評価結果について報
告する。
　なお，「リスク情報なび」はサイクル機構の研究
開発成果の情報普及，情報公開及びリスクコミュ
ニケーションの拠点として２００３年４月に東海村に
建設された「テクノ交流館リコッティ」のウェッ
ブサイトのコンテンツとして，現在運用されてい
る。

２．ウェッブサイト開発の背景とコンセプト

　原子力技術にリスクが存在することが問題であ
るかのような誤解が生じているとの報告がいまで
もある。反面，交通事故，自然災害，化学物質に
よる健康影響など，我々の日常生活には様々なリ
スクが潜んでいるが，そのようなリスクを意識す
ることは少なく，自分自身はリスクには晒されて
いないような感覚で生活を送っていることが多い
と考える。そこで，広く一般の国民を対象として
次に示すコンセプトで「リスク情報なび」の開発
を進めることとした。
（１）リスクへの関心を喚起するウェッブサイト
（２）リスク認知のための知識または情報を提供・
支援するウェッブサイト

３．ウェッブサイト開発の方法

３．１　リスクへの関心喚起

　「リスクへの関心を喚起するウェッブサイト」を
実現するため，以下に示す項目を根幹としてサイ
ト構築を進めることとした。
（１）親しみやすいサイト
　「リスク」という用語は「金融リスク」など最近

になって新聞等で目にすることが多くなり，認知
度も徐々に高くなってきているものの，まだ一般
に馴染みの少ないものと思われる。そこで，リス
ク情報を取り扱うウェッブサイトとしてまずは
“親しみ”の印象を与えるため，子供から高齢者，そ
してペットをキャラクターとする市民と等身大の
仮想の家族を登場させることとした（図１）。
（２）疑似体験を通したリスクへの関心（発見）
　アニメキャラクターを活用した身近な日常生活
のリスクに関する小話をアニメーション（図２）に
することで，リスクの関心喚起を行うこととした。
また，アニメーションの途中には，選択肢方式の
クイズやゲームを導入して，リスクを低減するた
めの解決策を知らしめることとした。
　更に，幅広い層をターゲットとするため，原子
力事業者として発信すべきリスク情報のみならず，
身近な生活に潜むリスク情報も伴わせて発信する
方法を採用した。身近な視点で選定したリスク情
報については，設定したキャラクターの世代（高
齢者，乳児）に特有なもの，また，その世代によ
く話題になっている事例を以下のとおり選定した。
①　身近な視点で選定したリスク情報
・高齢者の在宅事故
・誤飲や誤食
・ペット感染症
・ダイエット
・飲酒
・地震による怪我
・自動車事故
・シックハウス
・ガス漏れ
・食品添加物
・空き巣
・地球温暖化
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図１　アニメキャラクター
（利須久家：リスクにちなんでネーミング）
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②　原子力事業者として発信すべきリスク情報
・原子力施設からの放射線被ばく

（３）日替わりコンテンツによる意識喚起
①　日替わりスローガン「リスクの神様」
　リスクに対する更なる意識高揚のため，日替わ
りでリスクに関する標語（スローガン）を表示し
た。現在３１ケース装備した。
②　過去のリスク関連ニュース「リスク暦」
　ここでは昨今の話題となっているものではな
く，むしろ時代としては比較的古いものも含めた
国内外の有名な事件・事故の情報を提供すること
で，既に忘れ去られているリスクを再度喚起する
ため，当サイトにアクセスした日に起きた過去の
ニュースを日替わりで表示した（図３）。現在３６６
ケース装備した。

３．２　リスクに関する詳細な情報や知識の提供

　アニメーションによる擬似体験を通して，ある
リスクに興味や関心を持った場合，そのリスクに
ついて，さらなる情報の入手や知識の獲得ができ
る「リスク箱」と称したメニューを設けた。これ
は「リスク認知のための知識または情報を提供・
支援するウェッブサイト」の実現を目指している。

リスク箱の構成は原則以下の通りである。（図４）。
（１）ケース解説
　アニメーションで紹介したリスク情報の導入を
行った。
（２）トピックス
　リスクの内容や要因，管理方法（回避や低減）
等を解説した。
（３）ピックアップ
　リスクと直面した場合の対処方法，その他関連
情報を解説した。
（４）コラム
　関連する豆知識的な情報を紹介した。
（５）リンク
　解説記事中で紹介したサイトやその他関連する
専門サイトへのリンクを紹介した。

４．アンケート調査によるサイト評価及びアクセ

スログ解析

４．１　アンケート調査によるサイト評価

　前述した「リスクへの関心喚起」及び「リスク
に関する詳細な情報や知識の提供」の方法が一般
のユーザーの視点でどの程度有効であったかを確
認するため，ウェッブモニター（５０４人）を活用し
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図２　アニメーション（例：「ガス漏れ」ケース）
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て，アンケート調査を行った。また，その有効性
については，目安として６０％以上のモニターがポ
ジティブな回答をした場合は「効果あり」と判断
することとした。

４．１．１　関心喚起方法の効果測定

　ここでは，リスク情報の提供ツールとしての妥
当性を確認する。

（１）サイトへの親しみ
　アニメキャラクターの活用による当サイトに対
する親しみやすさについては，７６％が親しみをも
てるとの結果であった（図５）。
（２）疑似体験を通したリスクへの関心（発見）
　関心喚起の成功要因と考えられる“わかりやす
さ”，“おもしろさ”という視点では，それぞれ７９％
がわかりやすい，７４％がおもしろいとの結果であ
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図３　リスク箱（“薬箱”にちなんでネーミング）

図４　リスク認知のため知識・情報の提供及び支援“リスク箱”
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った（図６）。
（３）日替わりコンテンツによる意識喚起
　日替わりスローガン「リスクの神様」と過去の
リスク関連ニュース「リスク暦」への到達度につ
いては，それぞれ６０％，６２％が見ていないあるい
は覚えていないとの結果であった（図７）。
（４）態度変化の傾向把握
　アニメーションを見て，さらなる情報を獲得す
る動き（態度変化）をサーベイしたところ，６６％
がその傾向を示した（図８）。
　以上の結果からリスク情報の提供ツールとして

概ね効果ありと判断した。しかし“日替わりコン
テンツ”については，表示方式等の見直しを行う
ことで改善を試みる予定である。

４．１．２　ホームページとしての評価

　ここでは，一般のホームページとしての満足度，
利用価値等を確認する。
（１）満足度・利用意向
　満足を示したモニター及び利用意向を示したモ
ニターについては，それぞれ８４％及び７３％との結
果であった（図９）。
（２）特性評価
　以下に示す４つの指標を設定してそれぞれ重み
付けの評価を行った。
①　インターフェース
・全体の印象　
・ホームページの目的や特性の分かりやすさ
・デザイン（色・レイアウト）
・文字や画像の見やすさ

②　ナビゲーション
・表示速度　
・欲しい情報の探しやすさ

③　インタラクティブ
・個人が利用・操作できるメニュー　
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図６　効果測定②

図７　効果測定③

図８　態度変化の傾向把握

図９　満足度・利用意向
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・問合せのしやすさ　
④　コンテンツ
・情報の独自性
・情報内容の面白さ
・情報の実用性・お役立ち度
・情報の信頼性
・記載されている情報の量
・文字や表現のわかりやすさ

　結果として，図１０に示すとおり全ての評価軸に
おいてプラスを示していることがわかった。また，
ウェッブサイトの民間調査機関（マイボイスコム
株式会社）が過去に実施したウェッブサイト評価
の平均値も参考まで併記した。
　「満足度・利用意向」及び「特性評価」により，
現時点において，本サイトが一般のホームページ

（ここでは金融・メーカー・通信業等がサービスし
ているものを指す）と比較しても遜色ないと判断
した。

４．２　アクセスログ解析

４．２．１　利用実績

　情報発信を開始して約半年間のウェッブサー
バーに記録された情報（アクセスログ）を解析す
ることによりおおむね利用状況を把握した。本サ
イトの認知度は低いが，アクセス数は上昇傾向に
ある（図１１）。

４．２．２　利用者の属性把握

　アクセスログを元に，各種検索エンジンからど
のようなキーワードで当サイトにたどり着いたか
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図１０　特性評価

※加重平均の算出方法
「とても良い」「とても悪い」の両極を等間隔に６段階に分けて評価する方法。
比較しやすくするため，両極の点数の間隔を広げ，各選択肢を重み付けし平均値を算出している。
【例】１）デザイン
とても良い　　　　　　　　　　とても悪い

⇒０を基準とし，それ以上ならばプラス評価

※　ＭＶＣ（ウェッブサイトの民間調査機関　マイボイスコム株式会社）調査の平均値
　過去に行った，企業ウェッブサイト評価の平均値。なお，平均値を算出したウェッブサイト数は項目により異なる。「全体の印象」は
４サイトの平均。その他の項目は５１サイト～８７サイト（ここでは金融・メーカー・通信業等がサービスしているものを指す）の平均で
ある。
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を集計したところ，原子力に関連したキーワード
でたどり着いたユーザーは非常に少なかった。例
として２００３年６月のケースを上位１６まで図１２に示
す。この結果は，身近な視点で設定したリスク情
報（シックハウスなど）を伴わせて搭載したこと
により，「原子力の関心層へ移行する潜在的可能性
を有する層」からのアクセスも期待できることを
示唆している。

５．考察

　本サイトは，“親しみやすさ”，“わかりやすさ”，
“おもしろさ”という視点で高い評価だった結果を
踏まえると，リスクリテラシーを高めるツールに
なり得る可能性が示された。
　しかしながら，広く一般に原子力が身近でない

という背景から，本サイトにおける原子力のリス
クメッセージを有するページへのアクセス（ニー
ズ）は比較的少ないのが事実である。これからも
原子力に関する情報のみならず様々な情報を織り
交ぜて提供する手法を採用していくこととする
が，原子力とは別のニーズで当サイトに到達した
ユーザーを，原子力事業者として伝えるべきリス
クメッセージのページへ引き付ける仕組み（異分
野のコンテンツのリンケージ化）を強化していく
ことが今後最も重要な課題と考える。

６．おわりに

　「リスク情報なび」の開発により，現段階では
ポータルサイトとして，コンテンツの量は少ない
ものの，リスク情報を感覚的に理解するための仕
組みはおおむね整ったと考えている。将来的には
リスク認知のためのツールとして定量的な評価の
紹介及び実践ができるような仕組み又はコンテン
ツも手掛けていきたい。また，本サイトのアニメー
ションのストーリーや標語の公募を行うなど，同
サイトをサイクル機構のみならず広く一般の方々
と協同で運営できるような姿を目指していきたい。
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図１２　検索キーワードランキング（２００３年６月の場合／１６位まで）
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